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１．目的  

湖沼などの水域の自然再生において，湖底に残存する埋土種子を用いることにより，既に絶滅してしまった

植物種を復活させる試みが始まっている．今までの埋土種子に関する既往の研究成果によると，航路浚渫土砂や

干拓前の地層に含まれる埋土種子から，過去にその地域に生育していた水生植物が再生することが確認されている

1,2,3）．しかし，埋土種子は採取した土壌中に大量に含まれているとは限らず，また，採取した種子に発芽能力

のない場合もあることから 4），発芽した苗を増殖させて有効に活用する必要がある．苗の作成方法については，

ヨシ等の抽出植物では様々な方法が検討されているものの，沈水植物では苗の増殖自体の試みもほとんどなさ

れていない．そこで，湖岸植生の再生方法を確立するために，埋土種子から発芽した沈水植物の苗を増殖させ

て，マット苗を作成する方法を検討した． 

２．材料および方法  

1）植物材料 

印旛沼（千葉県）の干拓地地下より採取した土壌から，沈水植物の，セキショウモ，

イヌタヌキモ，ムサシモ，シャジクモ類の発芽を確認した 3）．その中から，多年生でラ

ンナーを伸長させて増殖するセキショウモを選び，苗の増殖，マット苗の作成，マッ

ト苗の定着実験を試みた（図 1）．セキショウモは，全国に分布する種であるものの 5），

千葉県のレッドデータリストでは要保護生物に分類されている 6）．特に，印旛沼では

1977 年の調査を最後に，その後確認されていない植物種である 7）． 

2）苗の増殖実験 

伸長したランナーから芽を分けて，1 芽ずつ分割した区，3-5 芽ずつ

分割した区，大小 20 芽がランナーでつながったままの未分割区を設け，

温室内に設置した 30Ｌ容水槽（39cm×30cm×高さ 28cm）にて 2006 年 4

月 18 日から 4 週間栽培した． 

3）マット苗の作成実験 

増殖した苗から，マット苗の作成方法を図 2 に示す．マット苗の基盤

は，生分解性プラスチックネット（以後，生プラネット，キョーワ（株），

目合い 2mm）と抽水植物の苗等に用いられているヤシ繊維ネット（（株）

ウェスコット，目合い約 10mm）の 2 種を用いた．ネットの大きさは 25cm

角で，3‐5芽を 1 つの単位として，1 枚のネットに 3 箇所とした．苗とネットの配置は，生プラネットについ

ては目が細かいため，ランナーが網目をくぐりぬけられない可能性があったので，苗をネット上に配置した．

ヤシ繊維ネットについては苗をネットの下および上に配置した．また，培土の有無が苗の増殖に与える影響も

検討した．栽培には温室内で 110L 容水槽（60cm×45cm×高さ 42cm）を用い，ヒーターで 25℃に加温を行い，

7 月 21 日から 7 週間あるいは 9 月 7 日から 6 週間栽培し，ネットへの根のからみ具合を調査した． 

4）マット苗の定着実験 

生プラネットで作成したマット苗を根に土がついている場合は落としてから，荒木田土を敷きつめた水槽

（110L）に移した．水槽は温室内および屋外（北海道）に設置し，9月 7 日から 6 週間栽培した． 
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図 2 マット苗作成方法の模式図
左：生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾈｯﾄ 

  右：ヤシ繊維ネット 
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図 1 実験フロー
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３．結果および考察 

1）苗の増殖（図 3） 

芽の増殖率は，1 芽ずつ分割した区で 1.6 倍であったのに

比較して，芽がランナーでつながった状態で植えた区は 3倍

以上となった．よって，芽を細かく分割するより，ランナー

でつながった状態で植えた方が増殖率の高くなることが分

かった． 

2）マット苗の作成 

生プラネットとヤシ繊維ネットの両者とも，底に培土を敷

いた区で苗の生育が良好であった(写真 1)．しかし，ヤシ繊

維ネットで苗をネットの下に配置した場合は，ネットを持ち

上げた際に，苗がネットの網目から下に脱落してしまい，ネ

ットと根のからみが弱いことがわかった（表 1）．以上より，

マット苗の作成には，水槽の底に土壌を敷き，苗をネットの

上に配置することが良いことが分かった． 

3）マット苗の定着実験（表 2） 

温室内水槽に植えたマット苗では，手で引き上げてもな

かなか離れないほど荒木田土に根が固く活着していた．一

方，屋外水槽では，根のはりが弱かった．これは，外気温

の低下に伴って水温が下がり，生長が抑制されたためと考

えられる．このことから，水温が下がる前に移植すること

がマット苗の定着に適していると言える． 

以上の結果より，沈水植物セキショウモのマット苗の作

成が可能であり,その移植後の定着も可能なことから，湖岸

植生再生のための有効な技術になると期待される． 

４．課題 

 マット苗を湖沼へ植栽する場合には，湖底に堆積したヘ

ドロをいかに処理して植物に適した植生基盤を造成するか

が課題となる 8）．今後，マット苗を湖沼へ移植する実証実験を行い，マット苗の評価を行う予定である． 

謝辞 セキショウモのマット苗作成と定着実験の実施に際して，雪印種苗株式会社の入山義久氏，荒井浩輔氏

にご協力頂いた．ここに感謝の意を表します． 
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写真 1 培土の有無が苗の増殖に及ぼす影響
（生分解性プラスチックネット） 

    左：培土（ﾋﾟｰﾄﾓｽ）あり、右：培土なし

表 1 セキショウモマット苗の評価

ネットの素材

培土あり 培土なし 培土あり 培土なし

生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ ○* △* － －

ヤシ繊維 △** － ×* ×*
○：良好なマット苗、△：苗の生育悪い、×：苗が脱落、－：未

　*：栽培期間は7月21日から7週間
　**：栽培期間は9月7日から6週間

苗はネットの上 苗はネットの下
ネットの配置

図 3 異なる分割方法による芽の増殖率
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表 2 マット苗の定着実験の評価

水槽設置場所 温室内 屋外

定着状況 ○ △

気　　温
18℃加温開始

30℃以上天窓開放

9月平均*：16.4℃
(Max: 25.8℃, Min: 6.1℃)

10月平均*：12.5℃
(Max: 22.5℃, Min: -1.2℃)

*気象庁http://www.jma.go.jp/jma/index.html
2006年長沼の統計データより栽培期間内のデータを算出
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